
法

律

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
民
事
裁
判
等
手
続
」の
下
に「（
特
定
援
助
対
象
者
を
援
助
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

イ

に
定
め
る
手
続
）」を
加
え
、
同
号
ホ
中
「
よ
る
法
律
相
談
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に「
法
律
相
談
」

と
い
う
。）」
を
、「
除
く
」
の
下
に
「
。
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
項
中
第
九
号
を
第
十
二
号
と

し
、
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

特
定
援
助
対
象
者
で
あ
っ
て
、
近
隣
に
居
住
す
る
親
族
が
い
な
い
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
弁
護
士
、
弁

護
士
法
人
又
は
隣
接
法
律
専
門
職
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
自
発
的
に
求
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
も
の
を
援

助
す
る
た
め
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
に
当
た
り
必
要
な
法
律
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
。

四

著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
で
あ
っ
て
、
そ
の
被
災
地
に
お
い
て
法
律
相
談
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と

が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
指
定
す
る
も
の
が
発
生
し
た
日
に
お
い
て
、
民
事
上
の
法
律
関

係
に
著
し
い
混
乱
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
住
所
、
居
所
、
営
業
所
又
は
事

務
所
を
有
し
て
い
た
国
民
等
を
援
助
す
る
た
め
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
総
合

法
律
支
援
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
当
該
被
災
地
の
実
情
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
そ
の
生
活
の

再
建
に
当
た
り
必
要
な
法
律
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
。

五

特
定
侵
害
行
為
（
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
つ
き
ま
と
い
等
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）

第
二
条
に
規
定
す
る
児
童
虐
待
又
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）を
現
に
受
け
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
援
助
す
る
た
め
、
特
定
侵
害
行
為
に
よ
る
被
害
の

防
止
に
関
し
て
必
要
な
法
律
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
中
「
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
七
号
及
び
第
八
号
」に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
号
及
び
第
五

号
」
を
「
第
七
号
及
び
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
あ
る
弁
護
士
の
資
質
の
向
上
等
）

第
三
十
二
条
の
二

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
う
ち
、
他
人
の
法
律
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
に
つ

い
て
契
約
を
し
て
い
る
弁
護
士
に
つ
き
、
弁
護
士
会
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
並
び
に
隣
接
法
律
専
門
職
者
団
体
と

の
連
携
の
下
、
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
当
該
弁
護
士
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
研
修
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
資
質
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
の
業
務
及
び
こ
れ
に
」
を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
の
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
」
に
、「
同

号
イ
」
を
「
同
項
第
二
号
イ
」
に
、「
並
び
に
同
号
ロ
」
を
「
、
同
号
ロ
」
に
改
め
、「
支
払
に
関
す
る
事
項
」の
下
に「
並

び
に
同
項
第
三
号
の
業
務
の
実
施
に
係
る
援
助
を
受
け
た
者
の
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
、「
同
号
に
」
を

「
同
項
第
二
号
に
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号

中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二

号
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第

一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
三
十
条
第
一
項
第
五
号
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
実
施
に
係
る
援
助

の
申
込
み
に
関
す
る
事
項
及
び
当
該
援
助
を
受
け
た
者
の
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め

る
。第

四
十
三
条
第
一
号
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
九
号
」

に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
同
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
九
号
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
九
号
」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
五
十
二
号

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

裁
判
所
職
員
定
員
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
中
「
一
、
九
五
三
人
」
を
「
一
、
九
八
五
人
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
二
万
千
九
百
五
十
四
人
」
を
「
二
万
千
九
百
十
八
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
又
は
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

法
務
大
臣

岩
城

光
英

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
五
十
三
号

総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

総
合
法
律
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
乏
し
い
者
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
法
に
よ
る
紛
争
の
解
決
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
求
め
る
こ
と

に
困
難
が
あ
る
者
」
を
、「
同
じ
。）」
の
下
に
「
及
び
行
政
不
服
申
立
手
続
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律

第
六
十
八
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
の
手
続
を
い
う
。
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
か
ん

が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「
民
事
裁
判
等
手
続
に
お
い
て
」
を
「
民
事
裁
判
等
手
続
又
は
行
政
不
服
申
立
手
続
に

お
い
て
」
に
改
め
、
同
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

次
の

又
は

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、そ
れ
ぞ
れ

又
は

に
定
め
る
手
続
の
準
備
及
び
追
行（
民

事
裁
判
等
手
続
に
先
立
つ
和
解
の
交
渉
で
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
。）の
た
め
代
理
人
に
支
払
う

べ
き
報
酬
及
び
そ
の
代
理
人
が
行
う
事
務
の
処
理
に
必
要
な
実
費
の
立
替
え
を
す
る
こ
と
。

認
知
機
能
が
十
分
で
な
い
た
め
に
自
己
の
権
利
の
実
現
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
国
民
等
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
援
助
対
象
者
」
と
い
う
。）を
援
助
す
る
場
合

民
事
裁
判
等
手
続
又
は
当
該
特

定
援
助
対
象
者
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
と
す
る
公
的
給
付
に
係
る
行
政
不
服
申
立
手
続

特
定
援
助
対
象
者
以
外
の
国
民
等
を
援
助
す
る
場
合

民
事
裁
判
等
手
続
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